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「
ふ
る
さ
と
発
見
」

一奈川
LJ

百三一
昨城
ぶ
紹
討
さ
す

3
2
5
5

M
M………一山一一零れれ一霧一一一一一約一一一城一……ご大字川辺字舘)

雲
霧
城
(
別
洛
、
保
源
裁
と
も
言
う
)

前
払
一務
の
役
に
際
し
て
、
源
頼
義
公
に
従
っ
て
手

柄
乞
一志
も
ど
石
川
氏
の
祖
、
源
太
有
光
公
は
褒
賞
と

し
て
石
川
地
方
一
帯
の
領
地
を
賜
っ
た
。

5
ん
ほ
う

有
光
公
は
康
平
六
年
(
一

G
五
六
Y
川
辺
の
雲
笠
ヂ

山
に
城
を
築
き
、
領
地
の
支
配
に
あ
た
っ
た
が
、
そ

の
後
さ
ら
に
石
川
の
、高
田
山
へ
三
芦
城
を
築
き
、
こ

こ
を
本
拠
と
じ
た
。
し
か
し
家
督
を
子
の
元
光
に
譲

っ
て
か
ら
は
雲
霧
裁
に
一
炭
り
穏
唐
の
身
分
と
な
っ
た

が
、
応
徳
三
年
〈
一

O
八
六
〉
六
月
一六
日
、
五
十
七

歳
を
以
て
没
し
た
。

有
光
な
き
あ
と
の
雲
霧
裁
は
孫
の
光
家
が
継
承

し
た
。
光
家
は
、
の
ち
に
河
尻
四
郎
光
頼
と
称
し
、

川
辺
、
須
釜
な
ど
を
支
配
し
た
人
物
で
あ
る
。

河
尻
家
は
代
々
雲
霧
城
に
栄
え
た
が
応
永
十
四
年

三

四

O
七
〉
八
月
、
河
尻
権
太
夫
光
平
の
時
代
に

村
替
を
仰
付
け
ら
れ
て
小
平
村
(
平
田
村
)
に
新
城

を
構
え
て
引
移
っ
た
。

.名残りをとどめていあ雲霧城跡

す
る
が
の
か
み

こ
の
あ
と
に
板
橋
村
三
沢
城
主
、
駿
河
守
種
好
が

か
わ
っ
で
城
主
と
な
り
バ
以
来
板
矯
一家
、'の
居
城
と
し

で
続
い
た
。

天
正
十
八
年
八
万
に
い
た
っ
て
豊
臣
秀
吉
の
小
田

原
攻
め
が
あ
り
北
条
氏
は
打
亡
ぼ
さ
れ
た
が
、
こ
の

と
が
め

、

戦
に
参
向
し
な
い
と
の
お
答
を
受
け
て
石
川
家
ぽ
領

地
を
没
収
さ
れ
そ
れ
に
伴
い
、
雲
霧
城
主
も
主
家
と

運
命
を
共
に
し
、
五
百
有
余
年
に
わ
だ
つ
」セ
栄
え
た

こ
の
名
裁
も
滅
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
往
時
を
偲
び

城
跡
の
名
残
を
見
る
と
き
、
郷
愁
に
堪
え
な
い
も
の

が
あ
る
。
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十
二
月
定
例
議
会
は
十
二
月
二
十
日
招
集
さ

日
間
の
会
期
で
行
な
わ
れ
一
般
質
問
に
続
い
て
提
出

議
案
十
二
件
、
慎
重
審
議
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま

し
た
。

。八答 正他。ッ給る国公
5 万申石に勤 プ与がの務

村七に)[1つ務教と額、勧員
2長千も地い条育改の本告に

等円と方て件長正三村は準
のにづ特 に の す ・ の 三 じ
給改き別 関給る六職・て
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及き育報 る、のパ行ノミ施

“びれ長酬 条勤 l政 i し
E 旅るの等 例務 セ権セて
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舗にの料議 一間 ト月ト.る

関 ニ会 部そ の平での
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増はで保が 1ヱ l~:;:t.;;~2i. f¥? すの十・7ト
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る元す→い y 瓦又，:'t ~・(.J~; 2l'(';... 一手円

-た L
め、

2 、地

5額村き「公雰%~ ¥の怒ウヵh う申
ののな明共 t ~n }. )~{Pt\;品 ら尚議副議にど石
資重役る施 1マ江主主恩;九三; 百、 議 改お川

"金点観く設 ーさ/fヨ呆 分期員長長正り地
を事古住の :ぐいがtき :~:nl~ 三 の末 す議方
必業果み建 rrii ¥ i;ケ孟入E;~f ~ ~ 百手九十十る員特
要をしよ設 巳iペグじミ~: j ~ 九当万万二もの別
と施てい、 (f¥U斗ペゾt;/ f .. :; 十の二四万の報職
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ますりづ境(均三郎)¥'';三三 改は円円千 月酬
するまく整云 fl均支出川 め百 円 額審
。にすに備 J::.f'!i\.~正ヨr宗氏::: ら分 を議
こ は o[__な出六八局¥-::よー れの 次会
の・、特にど I:.:/，ι1{f-~/~ ~I伶・." たこ のの
た多に大、・，~...~ gI~i T¥と 。百 よ答

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

。
公
立
岩
瀬
病
院
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
に
つ
い
て

公
立
岩
瀬
病
院
組
合
議
会
議
員
の
任

期
が
十
二
月
十
七
日
で
満
了
と
な
り
選

挙
の
結
果
、
玉
川
村
大
字
川
辺
宇
和
尚

平
二
九
五
番
地
、
味
涼
重
次
氏
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

。
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

部
改
正
に
つ
い
て

国
の
人
事
院
勧
告
に
も
と
手
つ
い
て
菌

家
公
務
員
は
勧
告
通
り
給
与
の
改
正
が

実
施
さ
れ
た
が
、
地
方
公
務
員
も
国
家

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
が

の
確
認
を
受
け
る
た
め
に
、
毎
年
二
月

十
五
日
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
四
年
ニ
月
十
五
日
ま
で
に
一

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
一

国
民
年
金
の
考
齢
年
金
及
び
通
算
老
齢
一

年
金
の
受
給
者
の
う
ち
昭
和
五
十
一
一
一
年

二
月
十
五
日
以
前
に
裁
定
さ
れ
た
方
で

す。 一、
今
回
提
出
す
る
方

一一、
現
況
届
の
用
紙

現
況
屈
の
用
紙
は
、
昭
和
五
十
四
年

一
月
中
旬
に
社
会
保
険
庁
か

人
あ
て
に
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。

な
お
、
用
紙
を
送
付
す
る
時
に
、
作

成
方
法
等
に
つ
い
て
く
わ
し
く
記
載
し

た
説
明
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ

さ
れ
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
六

月
定
期
支
払
分
か
ら
年
金
の
支
払
い
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
じ
て
く

B
U
Y
 

問
、
提
出
先

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
受
給
者
は

一
一
月
十
五
日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二

課
(
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
一
ニ
1
1
五

i
二
四
、
郵
便
番
号
二
ハ
八
)
で
す
。

一、

提
出
期
限

昭
和
五
十
四
年
二
月
十
五
日
で

な
お
、
こ
の
提
出
期
隈
ま
で
に
届
出
を

五、

そ
の
他

に
つ
い
て

付
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い
時

は
役
場
住
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
厚
生
字
金
保
険
や
船
員
保
険
の

老
齢
年
金
等
を
併
せ
て
受
け
て
い
る
方

で
、
そ
の
厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険

の
現
況
屈
を
提
出
し
た
方
も
、
国
民
年

金
の
現
況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

伺
現
況
屈
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

{
7細

切

守
W
A
V
内
一

』
F

簡
保
資
金
融
資
で
建
設
さ
れ
た
公

営
住
宅

め
、
村
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る

た
め
、
郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
」
の
積

立
金
か
ら
起
債
し
て
融
資
を
う
け
て
居

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
融
資
は
、
み
な
さ
ん
よ
り

加
入
い
た
だ
い
て
お
る
、
郵
政
省
の
簡

易
生
命
保
険
積
立
金
を
正
し

4
、
管
理

す
る
た
め
、
法
捧
に
よ
り
、
地
万
公
共

団
体
等
が
実
施
す
る
事
業
に
融
資
す
る

も
の
で
、
こ
の
割
度
を
よ
く
認
識
さ

れ
、
加
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。H~J注1

..知::宅j
H 6Hf当1
3 せ~ ~I'番;
fff~~:f~~医
~:i .~ i~ .~ t.?功言

{l! Ui 3ζ 

~:~ ~ ~~ :; ~~吏
~~ {~:~ {~:~の

先
に
昭
和
田
年
の
在
宅
当
番
長
一
覧

表
を
配
布
し
ま
し
た
が
次
の
通
り
変
更

が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
0

2
R
U
日
矢
吹
ハ
医
〉
↓
務
川
ハ
医
〉

4
月
幻
自
務
川
〈
医
〉
↓
矢
吹
(
盟
〉
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十 ま間も多もえし
三今すで多 い あ て 、二
日年。年く時つ暖強月 ー」

宮 も 問、期て房い、 ー=ー
で、 死l 五誌、下、器風三 --a‘ 
「二者ν十 '::.J~ 具が月 ムL
春月 三の1ニ ザ 年ーな吹は 匂千・
のこ 約年火のどく空 .，u 
全十 三は災うのこ気 1-1・
国八 割六にそち火v とが :I .~ 
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予 ら e舟め一二こ
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運運宥沼 功湾L貯校約L勺ザ?ざでミ滑勾J法者、三ゆ:φの:ど

ト 連逸:-.:1毛己 ♂動巌 ;(11
J 警特将柔系;史毘い:り';;:.:;， ~ぷ;::;，~ι若が: 摂 ;雰宗 :玄? 
の八始原 工;火iたた〈〈;氏移移 ;桜 =遍j建bシ
摩f笠色Eι令末廼;三;災一七ビ :動 努合: 還Zh
Z陪議:原O す安:極
め件Y昭一';，~% '. 因 O る すき 諸君
ご実雪女の買さ ".<0 い;

置一

ま損十の‘し ." .. 
す害五はノ
。額年、ブ

と以た
も来ば

写
慣 真
例{ま
の
出~
初
式

五
十
二
年
中
の

た
ば
こ
に
よ
る
火

災
は
竺
全
国
で
九

千
六
十
九
件
発
生

し
、
損
害
額
は
約

百
二
十
一
億
円
と

前
年
の
五
十
一
年

に
比
べ
て
十
四
億

円
も
増
'え
て
い
ま

す。

崎V

さ
て
、
愛
煙
家

は
全
国
で
約
三
千

五
苦
万
人
。
つ
ま

り
、
国
民
の
三
人

に
一
人
が
、
一
日

当
り
男
性
約
二
十

四
本
-
女
佳
約
十

六
本
|
|
合
計
す

る
と
一
日
に
全
国

で
約
八
億
二
千
五
百
万
本
も
の
た
ば
こ

が
吸
わ
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

喫
煙
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま

で
、
し
か
も
時
と
場
所
を
選
び
ま
せ

ん
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
た
ば
ζ

と

い
う

H

火
元
h
H

は
た
ば
こ
と
と
も
に
移

動
し
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
ー場
所
で
一
時歩

間
違
え
ば
出
火
の
原
因
に
な
る
危
険
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
は
、
火
源
と
し
て
は
小
さ
い

が
、
焼
燃
温
度
は
七

O
O度
!
入

0
0

度
で
す
。
私
た
ち
の
身
の
廻
り
に
は
こ

の
温
度
以
下
で
着
火
す
る
可
燃
物
が
た

く
ぎ
ん
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
方
は
、
い
ま
一
度
正

L
い
喫
煙
管
理
の
実
行
を
必
が
け
て
下

さ
い
。

一
人
間
の
体
は
高
温
に
よ
っ
て
傷
害

一
を
起
こ
し
ま
す
o

こ
れ
が
や
け
ど
で

…
す
。
同
様
に
低
温
に
よ
つ
で
も
傷
害

一
を
う
け
ま
す
。
こ
れ
が
凍
傷
で
す
。

…
や
け
ど
の
場
合
と
向
じ
く
、
程
度

.
に
よ
っ
て
第
一
度
〈
赤
く
は
れ
る
〉

一
第
二
度
(
水
ほ
う
が
で
き
る
〉
、
第

一
三
度
(
壊
死
〔
え
し
〕
〉
に
分
け
ら

一
れ
、
ひ
ど
い
と
き
は
生
命
の
危
険
が

一
あ
る
の
で
、
応
急
手
当
て
を
し
た
ら

一
早
く
近
く
の
病
院
へ
運
ぶ
の
が
安
全

一
で
す
。

一
応
急
手
当
て
は
次
の
よ
う
に
す
る

一
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
①
暖
か
い
家
の
中
に
入
れ
て
、
凍

一
傷
に
か
か
っ
た
部
分
を
じ
め
つ
け
て

…
い
る
も
の
、
た
と
え
ば
手
袋
、
く
つ

一
下
、
時
計
な
ど
を
静
か
に
は
ず
し
ま

…
す
。
足
を
凍
傷
で
や
ら
れ
て
い
る
と

一
き
は
歩
か
せ
な
い
よ
う
に
し
、
背
負

一
う
か
、
担
架
を
使
う
こ
と
。

一
②
ぬ
る
い
湯
(
コ
一
七
度
ぐ
ら
い
〉

一
の
中
に
ひ
た
ト
じ
で
少
し
ず
つ
暖
め

一
る
。
い
き
な
り
ス
ト
ー
ブ
で
暖
め
た

一
り
、
熱
い
湯
の
中
に
入
仇
る
の
は
禁

一
物
。
水
ほ
う
が
寸
き
て
い
る
と
き
は

一
破
ら
な
い
よ
う
に
。

一
③
ぬ
れ
た
衣
類
は
乾
い
た
も
の
と

…
番
え
た
い
が
、
着
替
え
の
な
い
と
き

一
は
む
や
み
に
ぬ
が
せ
ず
、
保
温
を
は

一
か
る
の
が
よ
い
。

【一口医学〕

凍傷の

応急手当て
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。
:
・
本
村
の
昭
和
五
十
四
年
成
人
式
は
、
一
月
十
五
:
・

0

0
:・
日
(
成
人
の
日
〉
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
就
業
改
・

:
0

0
:・
普
セ
ン
タ
ー
で
、
成
人
該
当
者
百
五
十
四
名
中
、
:
・

O

O---百
三
十
八
名
と
来
賓
~
多
数
が
出
席
し
挙
行
さ
れ
ま
・

:o

o---し
た

。

:

・

0

No. 150 

式
は
、
矢
吹
教
育
長
の
関
式
の
こ
と

ば
で
始
め
ら
れ
、
出
話
者
全
員
で
君
が

代
を
斉
唱
し
、
次
ぎ
に
小
針
村
長
が
式

辞
を
の
ベ
該
当
者
に
成
人
証
書
と
記
念

品
の
ア
ル
バ
ム
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
し
て
、
大
野
県
議
会
議
員
、
佐
久

間
村
議
会
議
長
、
坂
本
健
一
選
管
委
員

長
な
ど
の
来
賓
よ
り
、
成
人
者
を
励
ま

す
祝
辞
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
竜
崎
の

櫛
屋
正
美
く
ん
が
成
人
者
を
代
表
し
、

叶
立
派
な
社
会
人
と
な
る
よ
う
、
一
一
層

自
己
研
賛
に
う
と
め
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
謝

辞
が
あ
り
、
草
野
助
役
の
閉
式
の
こ
と

ば
で
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
郡
山
市
立
小
山
田
小
学

校
長
水
戸
金
正
先
生
の
「
若
者
に
望
む

も
の
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
、

最
後
に
記
念
撮
影
を
し
散
会
し
ま
し

た。

かわたま

所
得
税
、
贈
与
税
の
j
j
j
j
j
J

る
し

申

贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ど
ち
ら

も
三
月
十
五
日
が
申
告
期
限
で
す
。
期

限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早

く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

竃
量
圃
匝
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l老人性白内障手術費支給事業について

老
人
性
自
内
障
で
関
眠

手
術
が
可
能
で
あ
る
老
人

に
対
し
て
そ
の
手
術
に
必

要
な
経
費
の
う
ち
自
己
負

，
b
担
相
当
額
(
高
額
医
療
費

分
は
除
く
〉
を
老
人
法
療

費
の
公
費
負
担
分
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

(1) 

支
給
対
象
者

掠
則
と
し
て
同
居
の
生

計
中
心
者
が
所
得
税
を
課

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
属

す
る
六
五
才
以
上
の
者
で

老
人
性
白
内
揮
に
擢
患
し

関
眠
手
術
の
可
能
な
者
。

(2) 

支
給
方
法

長
療
機
関
に
お
い
て
、

老
人
性
白
内
障
と
診
断
さ

れ
、
開
眠
手
術
を
受
け
た

者
が
医
療
機
関
か
ら
診
断

書
と
医
療
費
ハ
自
己
負
担 左E二

口

始

士
A
W

な
ら
な
い
人
は
、
①
事
業
を
し
て
い
る

人
な
ど
で
、

J

昭
和
五
十
コ
一
年
中
の
所
得

の
合
計
額
が
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
h

ソ
多
い
人
③
サ
ラ
リ

i

マ
ン
で
、
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を

受
け
て
い
る
人
や
給
与
以
外
の
所
得
が

こ
十
万
円
を
超
え
る
人
芯
廷
で
ず
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ゲ
な
ど
で
雑
損

暢

-EE・E・-''""・
""---Ea-------------EE---M・
"---aEa---

分
〉
を
支
払
い
し
た
領
収
書
並
び
に
印

鑑
を
役
場
へ
特
参
し
て
一
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。継い~~ ; ~計三日
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人口，.，. 口事
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除

な
ど
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は

二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け
て
い
ま

す。
贈
与
税
は
、
昭
和
五
十
三
年
中
に
個

人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
、
六

十
万
円
者
超
え
る
場
合
は
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

計
算
の
仕
方
や
申
告
書
の
書
き
方
な

ど
で
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

〈
須
賀
川
税
務
署
〉

も
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
旧
軍
人
と
し
て
引
続
き
在

職
年
限
が
一
一
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
支

給
要
件
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

っ
て
、
切
れ
切
れ
の
実
在
職
年
数
を
合

せ
れ
ば
一
一
一
年
以
上
に
な
る
人
に
は
、
一

律
一
五
、

0
0
0円
の
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
該
当
者
は
住
民
課
福
祉

係
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。
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地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
首
長
の
選
挙
期
日

等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

キレイ主選植を約束τ~ ますか'律
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
五
十

四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、

そ
の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会
の

議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
一

般
選
挙
、
ま
た
、
首
長
の
任

期
満
了
に
よ
る
選
挙
の
期
日

が
、
全
国
一
斉
に
統
一
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
県
議
会
議
員
の
選
挙
は
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
七

日
告
示
、
四
月
八
日
投
票
と

な
り
、
町
村
長
の
選
挙
は
、

昭
和
五
十
周
年
四
月
十
五
日

告
示
、
四
月
二
十
二
日
投
票

と
な
り
ま
す
。

選
挙
は
私
達
の
代
表
者
を

選
ぶ
大
切
な
行
為
で
す
。

「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
県

民
運
動
」
も
積
極
的
に
推
進

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

金
の
か
か
ら
な
い
、
明
る

い
き
れ
い
な
選
挙
を
行
い
、

良
い
代
表
を
選
ん
で
、
よ
り

よ
い
県
政
、
住
み
良
い
村
政

を
つ
く
り
上
げ
て
行
き
ま
し

ょ
〉
フ
。

選
挙
や
政
治
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
は
、
選
挙
に
お

金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
公
職
に

つ
い
て
い
る
人
や
候
補
者
に

な
ろ
う
と
す
る
人
達
ば
か
り

で
な
く
、
有
権
者
も
ま
た
協

力
し
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と
り

ひ
と
り
の
理
解
と
自
覚
が
強

く
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。

捨てずにもー度考えよう
都
道
府
県
、
市
町
村
の
議
会
の
議
員

と
首
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
た
め
に

は
、
ハ
円
E
本
国
民
で
あ
る
こ
と
、
。
年

令
満
二
十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
、
日
間
引

き
続
き
三
ヶ
月
以
上
そ
の
市
町
村
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
、
と
い
う

三
要
件
を
み
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
そ

の
市
町
村
を
ふ
く
む
都
道
府
県
の
選
挙

権
も
同
時
に
あ
わ
せ
て
有
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
権
を
有
し
て
い

た
人
が
ほ
か
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し

た
と
き
は
、
市
町
村
の
選
挙
権
が
な
く

な
り
、
新
住
所
地
で
引
き
続
き
三
ヶ
月

以
上
た
っ
た
と
き
に
改
め
て
新
た
な
選

挙
権
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
移
転
先
の
市
町
村
が
同
一
都
道
府

県
内
の
市
町
村
で
あ
る
と
き
は
1

市
町

村
の
選
挙
権
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
都

道
府
県
の
選
挙
権
だ
け
は
な
く
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

さ
ら
に
も
う
一
度
住
所
を
他
の
市
町
村

に
移
す
と
、
移
転
先
の
市
町
村
が
た
と

え
同
一
都
道
府
県
内
で
も
、
こ
ん
ど
は

都
道
府
県
の
選
挙
権
も
な
く
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
同
一
都
道
府
県
内
で
ち

が
っ
た
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
と
き

は
、
そ
の
住
所
異
動
一
団
に
か
ぎ
っ
て

市
町
村
の
選
挙
権
が
な
く
て
も
な
お
都

道
府
県
の
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
選
挙
権
の
三
つ

の
要
件
を
み
た
す
人
で
も
禁
治
産
者
や

刑
罰
に
よ
り
服
役
中
の
者
、
選
挙
犯
罪

に
よ
り
公
民
権
停
止
中
の
者
な
ど
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
そ
の

市
町
村
の
住
民
に
つ
い
て
選
挙
権
の
有

無
を
調
査
し
作
成
し
た
公
簿
で
、
そ
こ

に
は
選
挙
人
の
住
所
、
長
名
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
人
は
、
い
っ

た
ん
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
、

死
亡
と
か
他
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し

て
四
ヶ
月
を
経
過
し
た
と
き
な
ど
定
め

ら
れ
た
理
由
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
る
場

合
の
ほ
か
は
、
そ
の
登
録
が
ず
っ
と
効

力
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
永
久
選
挙
人
名
簿
制
度
と
呼
ば
れ

ま
す
。ま

た
、
あ
ら
た
に
成
年
に
達
し
た

り
、
他
の
市
町
村
か
ら
住
所
を
移
し
て

き
た
人
な
ど
の
未
登
録
者
を
選
挙
人
名

簿
に
登
録
す
る
た
め
、
市
町
村
の
選
挙
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管
理
委
員
会
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在

で
未
登
録
者
の
う
ち
前
に
述
べ
た
選
挙

権
を
有
す
る
者
で
、
そ
の
市
町
村
の
住

民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上

記
録
さ
れ
て
い
る
人
ハ
他
の
市
町
村
か

ら
住
所
を
移
し
て
き
た
人
は
転
入
届
を

し
た
自
か
ら
引
き
続
き
一
一
一
ヶ
月
以
上
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
〉

を
調
査
し
て
、
九
月
十
日
に
登
録
す
る

(
「
定
時
登
録
」
と
い
い
ま
す
。
〉
ほ

か
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
に
も
臨
時

に
登
録
す
る
ハ
「
選
挙
時
登
録
」
と
い

い
ま
す
。
〉
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
た
め
に
は
、
ま
ず
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。な

お
、
選
挙
権
も
あ
り
住
民
基
本
台

帳
に
も
記
録
さ
れ
て
い
て
、
当
然
選
挙

人
名
簿
に
定
時
登
録
の
と
き
、
あ
る
い

は
選
挙
時
登
録
の
と
き
に
登
録
さ
れ
て

い
る
は
ず
の
人
が
、
万
一
登
録
も
れ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に

は
藍
ち
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る

ハ
「
補
壬
登
録
」
と
い
い
ま
す

0

〉
ζ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

広報7 

選
挙
権
の
あ
る
人
が
、
実
際
に
選
挙

の
と
き
投
棄
す
る
た
め
に
は
選
挙
権
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
権
が
あ
っ
て
も

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選

挙
の
際
に
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
選
挙
人
に
対
し
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
投
票
所

入
場
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
入
場
券
を
発
行
し
て

も
、
な
お
選
挙
人
か
ら
次
の
よ
う
な
問

い
合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。
ザトマス拭章受

r変色する人はもうごめん"

間
入
場
券
が
届
か
な
い
の
で
、
投
票

が
で
き
な
い
。
入
場
券
を
紛
失
し

た
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

答
入
場
券
は
棄
権
訪
止
、
投
票
所
で

の
整
理
等
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
発

行
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
な
け
れ
ば
投
票
で
き
な
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
所
属

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
、
正
当
な
理
由
が
あ
っ
て

選
挙
人
が
自
ら
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
理
由
は
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

一
つ
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

付
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
広
の

区
域
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

中
で
あ
る
場
合
。

。
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
ま

た
は
事
故
の
た
め
そ
の
属
す
る
投
票

区
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
外
に
旅
行

中
ま
お
託
滞
在
中
で
あ
る
場
合
。

待
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊
族
、

老
衰
、
不
具
あ
る
い
は
産
樗
に
あ
る

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場

合
ま
た
は
監
獄
、
少
年
読
あ
る
い
は

婦
人
補
導
院
に
収
容
中
で
あ
る
場

合
。

締
交
通
至
難
の
島
そ
の
他
の
特
定
の

地
域
に
お
い
て
職
務
あ
る
い
は
業
務

に
従
事
中
で
あ
る
場
合
。

伺
選
挙
人
が
そ
の
震
す
る
投
票
区
の

区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
議
会
の

議
員
の
選
挙
誌
の
一
弘
域
外
の
住
所
に

居
住
中
で
あ
る
場
合
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

不
在
者
投
票
一
が
で
き
る
期
間
は
、
選

挙
期
日
の
公
一
部
人
ま
た
は
告
示
〉
の
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
ハ
不
在
者
投
票
用
紙
等
り
誇
求

は
、
選
挙
期

E
の
公
示
会
口
一
否
前
で

も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
〉
し
か
し

Fわすれるとニろだった/申わせ的問自s
旅
行
先
や
滞
在
先
で
下
在
者
投
票
を
す

る
場
合
、
投
票
日
ま
で
に
そ
の
選
挙
人

が
属
す
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
そ
の
不
在
者
投
票
が
到
達
し
な
い
と

無
効
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
そ
の
郵
送
期

間
な
ど
を
考
慮
し
て
不
在
者
投
票
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
時
聞
は

毎
日
(
自
躍
、
祝
祭
日
の
区
別
な
く
〉

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
な
っ
で
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
に
は

不
在
者
投
票
を
す
る
理
出
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
の
所
属
の

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長

の
認
定
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
不
在
者
投

票
を
す
る
理
由
を
具
体
的
に
申
し
立
て

る
と
と
も
に
、
そ
の
申
立
て
が
真
正
で

あ
る
こ
と
を
誓
う
旨
の
宣
誓
書
(
認
印

が
必
要
〉
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。投

票
箱
に
直
接
入
れ
な
い
こ
と
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
在
者
投
票
管

理
者
の
管
理
す
る
記
載
所
で
行
っ
た
投

棄
を
、
自
分
の
手
で
、
投
票
用
内
封
簡

に
入
れ
て
封
を
し
、
さ
ら
に
不
在
者
投

票
用
封
筒
(
外
封
筒
〉
に
入
れ
て
封
を

し
、
そ
の
表
面
に
署
名
し
て
不
在
者
投

票
管
理
者
に
提
出
す
る
方
法
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
投
票
の
場
所
に
よ
り

①
自
分
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
市
町
村
で
投
票
す
る
場
合

(
旅
行
前
に
投
票
し
よ
う
と
す
る
と

き
な
ど
〉

②
右
以
外
の
市
町
村
で
投
票
す
る
場

合
(
滞
在
地
か
ら
請
求
し
て
投
票
し

よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
)

③
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
!
ム
等

に
お
い
て
投
票
す
る
場
合
。

の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
手
続
き
も
異
な
る
の

で
、
そ
の
手
続
き
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
次
の
よ
う
に
そ
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
電
話

等
で
尋
ね
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
そ
む
方
が
間
違
い
が
少
な
く
、
わ

か
ち
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

①
の
場
合
は
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

②
の
場
合
は
、
現
に
滞
在
し
て
い
る

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

@
の
場
合
は
、
そ
の
指
定
病
院
の
事

務
長
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

r担たつ会り.二(l)手て一票.よい盟諸s
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昭
和
四
十
九
年
の
公
職
選
挙
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
は
、
昭
和
五
十
年

一
月
二
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
じ
た

が
、
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
者
が
該
当

に
な
り
ま
す
。

一
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
民
規

定
す
る
身
体
障
害
者
は
つ
い
て
は
戸

開
条
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳

に
、
両
下
肢
、
体
幹
、
心
臓
、
じ
ん

臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
(
以
下

「
両
下
肢
等
の
障
害
」
と
い
う
。
〉

の
程
度
が
、
雨
下
肢
若
し
く
は
体
幹

の
障
害
に
あ
っ
て
は
一
級
若
し
く
は

こ
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼

吸
器
の
障
中
一
一
間
に
あ
っ
て
は
一
級
若
し

く
は
一
一
一
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
者
、
又
は
、
南
下
肢
等
の

障
害
の
程
度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の
程

度
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
き
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
施
行
令
(
昭
和
二
十

五
年
政
令
第
七
八
号
〉
第
三
条
に
規

定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
台
帳

を
備
え
る
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

都
市
の
長
が
書
面
に
よ
ク
証
明
し
た

者。

二
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
〈
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
一
六
八
号
〉
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ

り
交
付
を
受
け
た
戦
傷
病
者
手
帳

に
、
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
、

雨
下
肢
若
し
く
は
体
幹
"
の
障
害
に
あ

っ
て
は
恩
給
法
(
大
正
十
二
年
法
律

第
四
八
号
〉
別
表
第
一
号
表
の
二
の

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
障

害
に
あ
っ
て
は
同
表
の
特
別
項
症
か

ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
も
の
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
、
叉
は
、
南

下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
こ
れ
ら
の

揮
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ

一 一

郵
郵便投票証明書を請求

玉

[i閉止一
便

i乙
JII 

よ 村

る 郵便投票証明書 (4年間有効)

不 の交付 (郵送) 選

在 投票用紙、投票用封筒を投票自の
挙

者 4日前までに請求

投
〈署名をした提文示書しでて、〉かつ、郵便投票証 手田江

明書
FE立Eて3 

投票用を紙送付、投票用封筒の交付(郵渇 理
の 投票 (必ず郵便で〉
で:

本人が投票用紙i乙記λし、 乙れ
委

き:

表を更記投蘭に入外票κし封、用さ(筒封不ら肉筒在に白投1<:市入票内販封札在の筒中必封}十要筒Nと事書Kiζ項入入いれをれて

民
る:

人: メ~

L郵送
、

一 一

郵便投票の方法図解

や
め
と

d
A

奇
相
え
の

屯
し
を
の
た
匂
に
@
・

き
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
令

(
昭
和
一
ニ
十
八
年
政
令
第
三
五
八

号
〉
第
五
条
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者

手
帳
交
付
台
帳
を
備
え
る
都
道
府
県

知
事
が
書
面
に
よ
り
証
明
し
た
者
。

。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
関
す

る
証
明
警
の
交
付
に
つ
い
て

右
記
一
、
ニ
に
該
当
す
る
者
で
、
郵

便
投
票
を
行
い
た
い
者
は
、
公
職
選
挙

法
施
行
令
第
五
九
条
の
一
一
一
の
規
定
に
よ

り
、
そ
の
設
録
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
名

簿
の
属
す
る
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
に
対
し
て
、
選
挙
人
自
身
が
署
名
を

し
た
郵
便
投
票
4

証
明
書
交
付
申
請
書
に

次
の
書
類
を
添
え
て
交
付
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
円
身
体
障
害
者
手
帳
、
若
し
く
は
施

行
令
五
十
九
条
の
二
第
一
号
に
規
定

す
る
雨
下
肢
等
の
樟
害
の
程
度
を
証

す
る
書
面
。

。
戦
傷
病
者
手
帳
、
若
し
く
は
施
行

令
五
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す

る
雨
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
を
証
す

る
書
部
。

尚
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間

は
四
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に

交
付
済
の
方
は
期
間
内
に
更
新
の
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一戸

見1]

訪

間

戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
に
関
し
、
投

票
を
得
る
目
的
、
投
票
を
得
さ
せ
る
目

的
又
は
投
票
を
得
さ
せ
な
い
自
的
で
、

戸
別
に
選
挙
人
の
居
宅
を
訪
問
す
る
と

と
を
い
う
も
の
で
す
。

戸
別
訪
問
は
、
選
挙
運
動
の
期
間
前

と
期
間
中
で
あ
る
と
に
関
係
な
く
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
戸
別
」
と
は
、
必
ず
し
も
個
々
の

選
挙
人
宅
を
い
う
だ
け
で
な
く
、
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
等
も
含
ま
れ
、
二
戸

し
か
訪
問
し
な
い
場
合
で
も
、
一
一
戸
以

上
を
訪
問
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
場

合
は
戸
別
訪
問
と
な
り
ま
す
。

うまい話にやトゲがある「
訪
問
」
と
は
1

必
ず
し
も
家
庭
内

に
入
る
こ
と
だ
け
を
さ
す
の
で
は
な
く

軒
下
、
入
口
で
面
接
す
る
場
合
も
訪
問

と
な
り
ま
す
。

何
大
も
戸
別
訪
問
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
o
'
し
た
が
っ
て
、
単
に
候
補

者
、
運
動
員
の
み
で
な
く
、
第
三
者
も

で
き
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
叉
、
戸
別
訪
問
に
似
た
行
為

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
ず
。
よ
う
す
る
に

ど
の
よ
う
な
名
儀
を
も
っ
r

て

f
る
の
を

間
わ
ず
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
戸
別
に

演
説
会
の
開
催
、
ま
た
は
、
演
説
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
行
為
、
ま

た
選
挙
運
動
の
た
め
に
、
戸
別
に
特
定

候
補
者
の
氏
名
又
は
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
の
名
称
を
言
い
歩
く
行
為
は
、

一
戸
別
訪
問
の
禁
止
に
該
当
す
る
も
の
と

み
な
さ
れ
で
き
ま
せ
ん
が
、
個
々
一
官
接

や
電
話
に
よ
る
選
挙
運
動
は
許
さ
れ
て

い
ま
す
。



たまかわ

公
選
法
に
お
い
セ
は
、
選
挙
運
動

は
、
立
候
補
の
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら

で
な
け
れ
ば
で
送
説
ふ
こ
と
と
さ
れ
て

お
力
そ
れ
以
前
民
、
選
挙
運
動
を
行
う
こ

と九

千
r
な
わ
ち
、
事
前
運
動
を
行
う
こ

と
は
禁
止
さ
れ
で
んい
る
。
厳
密
に
は
、
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立
候
補
の
届
出
の
当
日
で
あ
っ
て
も
現

実
に
届
出
手
続
が
完
了
し
な
い
う
ち

は
、
や
は
り
事
前
運
動
と
な
る
。

事
前
運
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
趣
旨

は
、
選
挙
運
動
の
開
始
の
時
期
を
特
定

す
る
ご
と
に
よ
り
、
各
候
補
者
の
選
挙

運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
で
さ
る
だ
け
同
時

に
行
う
こ
と
と
し
て
、
無
用
の
競
争
を

避
け
る
と
こ
'ろ
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
る

と
い
わ
れ
一ペ
〉
3
1旬、
た
が
っ
て
、

J

事

前
運
動
之
以
恕
嘉
勢
守
れ
る
の
は
、
リ立

候
補
の
届
出
前
私
政
一け
る
い
っ
さ
い
の

選
挙
運
動
で
あ
っ
て
、
買
収
や
戸
別
訪

問
の
よ
う
な
選
挙
運
動
期
間
中
も
禁
止

さ
れ
る
行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
倍

9 

々
面
接
と
か
、
電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

の
よ
う
な
選
挙
運
動
期
間
中
な
ら
で
き

る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
届
出
前

に
行
え
ば
い
っ
さ
い
事
前
運
動
と
な

る。

受けとらない

4IIIIIIIIIIII‘ 
竺Q会h

政治家や候補者などから

tミ

-R 
よノト

品
な

し
枇

辛品めすすを
1

巾

山

カ

〉』

ま
内
包
E間

ー、・・・・圃園田・・司候

な

R
1
1
1
4可
や

三VR

政

、人，
ρ、、

祝儀や銭別など金品を

受けと ってはいけませ

ん。

政治家や候補者などに

お祭号の寄附など金品

を求めることも 禁 じら

れています。

お中元・お歳暮や寄附

など金品を縛ることは

Jレール違j又です。

出産・入学・卒業の

お祝い品やお祝いのお金

おφ元やお最暮

ζ 慢;> "設

団体旅行の寄付や差し入れ

口語;荷予:司

結婚のお祝い金やお祝い品
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明るく正しい
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民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に

は
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
選
挙
が
明
る
く

行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
党
並
び

に
、
公
職
の
候
補
者
及
び
選
挙
運
動
に

携
わ
る
者
の
良
識
あ
る
行
動
が
望
ま
れ

ま
す
が
、
ま
ず
も
っ
て
村
民
一
人
一
人

が
政
治
や
選
挙
に
強
い
関
心
を
も
ち
、

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
豊
か
な
政
治

常
識
、
高
い
選
挙
道
義
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

旬

以
上
の
観
点
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年

九
月
六
日
、
選
管
委
員
グ
公
民
館
、
各

区
長
、
青
年
団
並
び
に
婦
人
会
、
老
人

、μ
若い芽に霞いをニめτ技第を"グ

ラ
ブ
等
の
代
表
者
、
新
有
権
者
の
代

表
者
等
が
集
・ま
り
、
選
挙
の
あ
り
方
、

問
題
点
等
に
つ
い
で
、
村
民
の
認
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
選
挙
の
ル
i
ル
を

守
り
、
金
の
か
か
ら
な
い
明
る
い
き
れ

い
な
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、

-h一川川村

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

。
主
た
否
事
業

判
明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す
る
調

査
、
研
究
及
び
企
画
に
関
す
る
こ
と

口
明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す
る
啓

発
、
宣
伝
に
関
す
る
こ
左

日
開
明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す
る
資
料

を
作
成
し
提
供
L

す
る
こ

e

と

同
判
明
る
い
選
挙
推
進
'の
た
め
関
係
機

関
等
と
協
議
兆
一
句
毎
秒
決
定
に
基
づ

き
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
む
と

国
そ
の
他
協
議
会
の
目
的
達
成
に
関

。
役

庶幹 副会
11 会

務事 長長
し
必
要
な
事
項

員大
野
金
次
郎
(
区
長
会
〉

高
林
健
代
ハ
婦
人
会
〉

車
田
覚
蔵
〈
青
年
団
〉

若

干

名

玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会

玉川村明るい選挙推進協議会組織図

(
玉
川
村
選
管
調
〉

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
日
現
在

有
権
者
総
数

五、

O
八
三
人

男

二
、
四
六
四
人

女

一
一
、
六
一
九
人

前
年
対
比

七
七
人
(
一
、
五
三
%
〉
増

玉
川
村
老
人
ク
ラ
ブ

玉

川

村
川区

長

会

玉

川

村

公

民

館

最も短い国道

山口県岩富市にある盟道189号線は全長がわず

かに 300m。時速60キロの車で走るとたったの

lS秒て通過してしまうことになる。

有権者数最大の選挙

1977年3月に行われたイ

ンド下院の総選挙は 3億

2千万人の有権者のもと

で行われ、542人の議員が

選ばれた。




